
このイベントでは、ウクライナに関わるさまざまな人々の声を通し

て、現地の現実や思いに触れながら、平和について考えます。

正解を出す場ではなく、問いを共有する場です。ウクライナの視点

から、平和を自分ごととして考えるきっかけにしてみませんか。

Hiroshima 
Peace Dialogue

日時：2026年3月17日（火）   
            16:00-17:30（開場15:30～）
場所：広島YMCA国際文化センター
　　　本館4階403号室（オンライン参加可）　
　　   　（広島県広島市中区八丁堀7-11）

全面侵略から4年、ウクライナから平和を考える

お問い合わせ：
国際協力機構（JICA）中東・欧州部 ウクライナ支援室
〒102-8012　東京都千代田区二番町5-25　二番町センタービル　
電話：03-5226-6846｜メール：7rgun@jica.go.jp

【予約はこちら】

概要：
１. 現地の状況と「発行されなかった卒業証書展」の共有
　　登壇：マリヤ・ボンダレンコ氏（ウクライナ経済・環境・農業省）
２. ウクライナの復旧・復興のためのODA支援紹介
　　登壇：田中 耕太郎氏（JICA中東・欧州部 ウクライナ支援室長）
３. 「平和」に関するパネルディスカッション
　　登壇：片山 芳宏氏（ピースウィンズ・ジャパン上席顧問、元駐モルドバ共和国大使）
　　　　　松本 颯太氏（JICAウクライナ事務所員）※オンライン参加
　　　　　マリヤ・ボンダレンコ氏（ウクライナ経済・環境・農業省）

主催：国際協力機構
協力：特定非営利活動法人 ピースウィンズ・ジャパン


